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新サイエンスカーを活用した移動理科教室

成田 一之慎・田中 陽一

当センターでは，科学に対する関心を高め，科学する態度を培うことを目的に，昭和46年からサ

イエンスカーを運行して「移動理科教室」を開設している。今年度新たに更新したサイエンスカー

と移動理科教室の取組について報告する。

［キーワード］科学的な体験の充実 移動理科教室 サイエンスカー

はじめに

「移動理科教室」は，科学に対する関心を高

め，科学する態度を培うことを目的に，へき地

の学校として指定されている小・中学校で，児

童生徒数が60人以下の学校を主な対象として，

昭和46年から実施されている。

１ 新サイエンスカー導入の経緯

昭和42年に科学技術庁は，「地方科学技術振興

費補助金交付規則」を定め，地方公共団体が自

ら行なう科学技術振興事業に要する経費又は地

方公共団体が科学技術振興団体の行なう科学技

術振興事業を助成するために要する経費のう

ち，科学技術の普及啓発を行なうために必要な

車両及び備品の整備費について，地方科学技術

振興費補助金を交付することとした。

昭和45年，へき地振興の行政施策の一環として，

へき地の青少年に対し科学に対する関心を高

め，科学する態度を培うため，「サイエンスカー

事業」を行うこととし，北海道教育委員会を事

業実施機関，道立理科教育センターを実施場所

としてサイエンスカー第１号車「コメット号」

を配置した。

その後，昭和54年に第２号車「新コメット号」，

平成10年に第３号車「サイエンス・ラボテラ21」

が，いずれも「財団法人日本宝くじ協会」より

寄贈された※１）（図１）。

図１ 歴代のサイエンスカー

そして平成27年，「サイエンス・ラボ テラ21」

導入から18年間が経過し，相次ぐ故障や実験機

器の老朽化に伴い，サイエンスカーを更新する

ことになった（図２）。

２ 新サイエンスカー

(1) コンセプト

先代のサイエンスカーは車内が狭く，一度

に入ることができる人数が限られていた。そ

の結果，児童の待ち時間が長くなってしまう

ことがあった。また，視覚障がいや肢体不自

由などの児童生徒が在籍する特別支援学校で

は，車内を公開することができなかった。

そこで，新サイエンスカーは，「どこでも最

先端の科学技術を直接体感!!」をコンセプト

に，移動可能なユニット型の実験装置を搭載

することにした。

(2) 搭載実験装置

３Ｄ防災シアター，超伝導実験装置，人工

オーロラ発生装置など，車外へ移動可能な14

種類の実験装置（図３）を搭載している。ま

た，全ての実験装置をユニット式とし，体育

館などの広いスペースに降ろして公開できる

ようにした。

図２ 新サイエンスカー
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図３ 搭載機器

(3) 愛称

新しいサイエンスカーの愛称を，過去３年

間にサイエンスカーで訪問した学校から募集

した。

その中から，意味が容易に理解できること，

発音しやすいこと，独創的で斬新かつ親しみ

やすいこと等を基準に，「夢ラボ」と「わくわ

くじっけん号」の２作品を組み合わせた愛称

「夢ラボ わくわくじっけん号」とした。

３ 今年度の取組

昨年度までの移動理科教室は，１日１校が原

則だったが，今年度からは１日日程と半日日程

を選択できるように変更した。その結果，例年

よりも多くの学校を訪問することができた。

また，筋ジストロフィーのため，児童生徒の

多くが車椅子を使用している北海道八雲養護学

校では，移動可能なユニット式の実験機器を体

育館に降ろし，全学年を対象に公開することが

できた（図４）。

今年度，サイエンスカーを活用して実施した

た事業は，次の通りである。

(1) 移動理科教室

・十勝、渡島、檜山、日高、根室、留萌管内

の小・中学校18校

(2) 特別支援学校での移動理科教室

・北海道八雲養護学校

・千歳高等支援学校

・新篠津高等養護学校

(3) 放課後子ども教室での移動理科教室

・恵庭市生涯学習施設「かしわのもり」

(4) 土曜授業推進事業

・恵庭市立柏陽中学校

(5) パートナースクール

・江別市立江別第二小学校

(6) 地域開催研修講座

・十勝、渡島、檜山、日高、根室、留萌の６会場

で教員向けに公開

(7) その他

・北海道立図書館まつり

４ まとめ

今年度末までに，巡回した学校は初代サイエ

ンスカーから数えてのべ1,801校，参加した児童

生徒はのべ50,000人を超えた。

今後も，時代やニーズにあった内容の移動理

科教室を計画し，児童生徒の科学に対する関心

を高めていきたい。
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図４ 八雲養護学校の様子
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